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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第３四半期の業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,604 13.3 94 △74.9 96 △74.7 66 △72.6

2025年３月期第３四半期 1,416 30.5 377 47.3 379 48.0 241 47.9

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 13.46 13.31

2025年３月期第３四半期 52.16 48.96

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 2,010 1,275 63.4

2025年３月期 1,962 1,380 70.3

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 1,275百万円 2025年３月期 1,380百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 35.00 35.00

2026年３月期 － 0.00 －

2026年３月期（予想） 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年３月期の業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,177 13.0 70 △85.6 71 △85.5 49 △86.4 10.04

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 4,916,000株 2025年３月期 4,912,700株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 42株 2025年３月期 42株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 4,914,206株 2025年３月期３Ｑ 4,620,602株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づき記載しておりその達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は、今後様々な要因により予想とは異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件

及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的
情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に対する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（2025年４月１日〜2025年12月31日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善に

加え、各種政策の効果等により緩やかな回復基調が続きました。一方で、物価上昇の長期化が個人消費に影響を及

ぼし、景気を下押しするリスクとなっております。加えて、関税をはじめとする米国政策動向の不確実性、長期化

する地政学的リスクの高まりにより、依然として、今後のわが国経済への影響についての予測が困難な状況が続い

ております。

このような環境の中、当社の主力サービスである「インスタベース」に関連するスペースシェア領域は、人口減

少を背景とした空き家やオフィスビルの二次空室などにより空きスペースの供給量増加が見込まれます。また、働

き方や趣味の多様化により、スペース利用のニーズも引き続き順調な拡大が見込まれ、今後も中長期的に、継続的

な成長が予測されております。

当第３四半期累計期間において当社は、飛躍的な成長の実現に向け積極的に先行投資を実行する一方で、インス

タベースの短期的な成長に寄与する施策は成果に結びつかず、結果として売上高は1,604,993千円（前年同期比13.3

％増）、営業利益は94,655千円（前年同期比74.9％減）、経常利益は96,104千円（前年同期比74.7％減）、四半期

純利益は66,137千円（前年同期比72.6％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ48,532千円増加し、2,010,635千円となりまし

た。これは主に、現金及び預金が286,599千円減少したこと、投資その他の資産合計が162,530千円増加したこと、

敷金及び保証金が149,131千円増加したことによるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ153,413千円増加し、735,261千円となりまし

た。これは主に、短期借入金が100,000千円増加したこと、預り金が94,151千円増加したこと、未払法人税等が

81,740千円減少したことによるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べて104,881千円減少し、1,275,374千円とな

りました。これは主に、配当により利益剰余金が171,943千円減少したこと、四半期純利益の計上により利益剰余金

が66,137千円増加したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の業績予想につきましては、2025年11月13日の「2026年３月期通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」で公表いたしました通期の業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,541,583 1,254,983

売掛金 133,837 170,950

貯蔵品 20 65

その他 44,582 92,265

流動資産合計 1,720,024 1,518,265

固定資産

有形固定資産 51,737 109,672

無形固定資産 52,140 81,964

投資その他の資産

敷金及び保証金 37,312 186,444

その他 100,888 114,287

投資その他の資産合計 138,201 300,732

固定資産合計 242,079 492,370

資産合計 1,962,103 2,010,635

負債の部

流動負債

短期借入金 - 100,000

未払金 83,344 134,275

未払法人税等 81,740 -

預り金 303,329 397,481

賞与引当金 16,311 6,796

株主優待引当金 1,111 -

資産除去債務 - 193

その他 91,724 76,665

流動負債合計 577,561 715,411

固定負債

資産除去債務 4,286 2,360

その他 - 17,489

固定負債合計 4,286 19,849

負債合計 581,847 735,261

純資産の部

株主資本

資本金 191,271 191,733

資本剰余金 191,021 191,483

利益剰余金 998,025 892,220

自己株式 △62 △62

株主資本合計 1,380,255 1,275,374

純資産合計 1,380,255 1,275,374

負債純資産合計 1,962,103 2,010,635
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 1,416,640 1,604,993

売上原価 46,056 57,527

売上総利益 1,370,583 1,547,466

販売費及び一般管理費 993,204 1,452,811

営業利益 377,379 94,655

営業外収益

受取利息 94 1,307

ポイント還元収入 2,937 493

その他 54 22

営業外収益合計 3,086 1,824

営業外費用

支払利息 - 162

支払手数料 233 149

固定資産除却損 753 51

その他 - 11

営業外費用合計 986 375

経常利益 379,479 96,104

税引前四半期純利益 379,479 96,104

法人税、住民税及び事業税 136,115 26,900

法人税等調整額 2,360 3,065

法人税等合計 138,475 29,966

四半期純利益 241,003 66,137
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間（自 2025年４月１日 至 2025年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の
総額

（千円）

１株当たり
の配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月24日
定時株主総会

普通株式 171,943 35 2025年３月31日 2025年６月25日 利益剰余金

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

当社は、当第３四半期累計期間において、本社の賃借物件の退去時期について、決定しました。

所有する建物、建物附属設備、工具器具備品について、退去の予定日に応じた残存使用見込期間で減価償却が

完了するように耐用年数を短縮しております。それに伴い、該当する不動産賃貸借契約に基づく原状回復義務と

して計上していた資産除去債務について、使用見込期間の変更を行っております。

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前

四半期純利益はそれぞれ7,057千円減少しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

当社の事業は、マッチングプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

略しております。

当第３四半期累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

当社の事業は、マッチングプラットフォーム事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省

略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 27,779千円 44,633千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書
2026年2月12日

株式会社Rebase

取 締 役 会 御 中

PwC Japan有限責任監査法人

東京事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 山 下 大 輔

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 伊 藤 健 一

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社Rebaseの2025年4月1日から2026年3月31日ま

での第12期事業年度の第3四半期会計期間（2025年10月1日から2025年12月31日まで）及び第3四半期累計期間（2025年4

月1日から2025年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記につ

いて期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表

等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、

四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じ

させる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用さ

れる規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載

の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任

がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー
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手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第4条第1項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第4条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第4条第1項及び我

が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第4

条第2項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどう

かを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


